高木陸郎と辛亥革命 : 盛宣懐の日本亡命を中心に by 吉塚 康一







第一節 高木陸郎の若年期 ——三井物産社員時代まで—— 
第二節 盛宣懐の来日と高木との邂逅 1908−1910年 
















































































































 1900（明治 33）年 5 月、義和団事件の勃発により陸軍通訳に徴用され、1901（明治








































































































































































































































































































青島出張所 1911（明治44）年11月11日 午後6時30分 発電 
盛宣懐より、下記電文につき、外務省、桂公、山縣公へ伝えてほしい旨要請があっ







































































































































































































次世代アジア論集 第 8 号 
70 
                                                                                                             
材の養成がその眼目であった。 
(8) 山本条太郎翁傳記編纂會編『山本条太郎（傳記）』三秀舎, 1942, 259頁。  
(9) 清国公使伊集院ヨリ内田外務大臣宛電報「盛宣懐革命党ノ危害ヲ恐レ塘沽ニ赴キタル件」『日本























































(29) Pacific Mail Steamship Company社のS.S.Korea号（前掲、『盛宣懐と日本』、40－41頁）。 











次世代アジア論集 第 8 号 
72 

















































入手のとき翻訳文相添ひ送り可申上候。先右のみ不取敢申上置度如此に御座候。  謹言。  
九月五日 在北京 高木陸郎。 
井上侯爵閣下。 
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(51) 前掲、『山本条太郎（傳記）』、 259頁。 
(52) 前掲、『私と中国』、 109頁。 
(53) 前掲、『伊集院彦吉関係文書 第1巻＜辛亥革命期＞』、88－89頁。 









(57) 上海図書館盛宣懐档案,請求番号(索取号) 019346「高木六郎致北京実相寺函（日文）」1911 年
11月10日。 
(58) 外交史料館資料『標題 清国革命動乱ニ関スル地方雑報』『内地雑／3 明治44年11月9日から
明治 44 年 12 月 7 日』【 レファレンスコード 】B03050617200。なお、同電文の用紙は、
「MITSUI BUSSAN KAISHA, LTD. TOKIO. COPY OF TELEGRAM」を使用していた。 
(59) 『日本外交文書第44巻（辛亥革命）』第二三一文書 157頁。 
(60) 前掲、『伊集院彦吉関係文書 第1巻＜辛亥革命期＞』、110-112頁。 
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(64) 『日本外交文書第44巻（辛亥革命）』第二五六文書 179頁。 
(65) 小田切横浜正金銀行取締役ヨリ倉地外務省政務局長宛電報「神戸ニ於ケル漢冶萍合弁交渉ノ経
過第一回報告ノ件」『日本外交文書第44巻（辛亥革命）』第二七五文書 190頁。   
(66) 前掲、「日露戦後における対中国借款政策の展開―漢冶萍公司を中心に―」、32頁。 
